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子会社株式の追加取得および特別利益（負ののれん発生益）の計上について 

 
株式会社東邦銀行（頭取 北村 清士）では、連結子会社株式の追加取得等に伴い、特別利益（負の

のれん発生益）を計上する見込みとなりましたので、下記のとおり、お知らせいたします。 
 

記 

 
１．子会社株式の追加取得の概要 

（１）当行は、平成２７年３月２７日付「当行持分法適用の関連会社５社の株式追加取得（子会社 

化）に関するお知らせ」でリリースしたとおり、平成２７年４月１日付で持分法適用の関連会

社５社（東邦リース株式会社、東邦情報システム株式会社、東邦信用保証株式会社、株式会社

東邦カード、株式会社東邦クレジットサービス）を連結子会社といたしました。 

（２）今般、興銀リース株式会社より東邦リース株式会社（興銀リース株式会社の持分比率２８％）

の株式を追加取得することにより、全ての連結子会社に対する当行グループの議決権の所有割

合を１００％といたします。 
（３）当行は、平成１９年に興銀リース株式会社と東邦リース株式会社の３社にて業務提携契約を

締結しており、その提携関係は引き続き維持されるものであります。 
（４）東邦リース株式会社の概要（平成２７年４月末現在） 
  Ａ．商      号：東邦リース株式会社 
  Ｂ．代   表   者：代表取締役社長 長谷川 敏朗 
  Ｃ．所     在     地：福島県福島市万世町５番１０号 
  Ｄ．事 業 内 容：総合リース業 
  Ｅ．資     本     金：６０百万円 
  Ｆ．設 立 年 月 日：昭和６０年３月２０日 
  Ｇ．株主及び持分比率：株式会社東邦銀行（間接保有分含む） ７２％ 
             興銀リース株式会社         ２８％ 
 
２．負ののれん発生益等の見込額 

上記のグループ資本政策の見直しに伴い、以下のとおり、平成２７年度第１四半期連結決算

におきまして、特別利益（負ののれん発生益等）７６億円を計上する見込みです。また、のれ

ん５億円が発生しますが、のれんにつきましては重要性が乏しいため発生時の費用として処理

する予定です。 

 4 月 1 日取得時（※） 本件 合計 

段階取得に係る差益 １６億円 － １６億円

負ののれん発生益 ５０億円 １０億円 ６０億円

合計 ６６億円 １０億円 ７６億円

のれん ５億円 △０億円 ５億円

  （※）４月１日取得時の特別利益（負ののれん発生益等）等につきましては、平成２７年３月

期の決算短信において、重要な後発事象として記載しております。 
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３．日程 

（１）株式譲渡契約締結日 平成２７年６月１日（予定） 

（２）株式取得日     平成２７年６月５日（予定） 

 

４．業績への影響 

   本件の特別利益（負ののれん発生益）につきましては、平成２８年３月期の連結業績予想に

織り込み済みであり、業績予想の修正はございません。 

以 上 
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